
模擬少年審判開催レポート

富山家庭裁判所

ご参加いただきありがとうございました。

令和５年１１月１７日（金）、富山市立三成中学校で２年生の皆さんを対象に、法の日

週間行事として「模擬少年審判」を開催しました。

この行事は、家庭裁判所や少年審判への理解を深めてもらい、社会的な視野を広げ、司

法をより身近に感じてもらうことを目的として、平成２５年から実施しています。

「普段は見ることができない少年審判について詳しく知ることができ、とてもよい経験に

なりました。」

「審判が、自分が思っていた展開とは違って面白かったです。」

「グループ別討議をしたことで、深く考えることができました。」

「同じような企画があったら、また参加したい。」

「ほかの学校でも模擬少年審判を行って、たくさんの人に知ってもらった方がよい。」

「実際に裁判所へ行って見学や体験ができたらいいと思う。」

男子高校生が些細なことを理由に元同級生にけがを負わせたという架空の事件を題材に、

・先生や生徒の皆さんと模擬少年審判を実演

・生徒の皆さんは、裁判官になったつもりで、少年の処遇についてグループ討議

・処分の種類やその結論に至った理由など、討議結果をグループ別に発表

こんなことを行いました。

生徒の皆さんにいただいた御意見や御感想の一部を紹介します。


